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今まで以上に地域から求められる
牧ヘルスケアグループへ
　平成30年のテーマは「Go for it」です。
 「がんばれ！」という意味なのですが、何かに挑戦しようと
している人に対して使う意味合いがあります。新しい時代に
むけて、今こそ頑張るときです。

　急性期医療の現場はここ一年でだいぶ様変わりしてきました。７対１入院基本料の要件厳格化、
DPC（「包括評価方式」という医療費制度）係数、社会医療法人の要件などにより、救急を積極的
に受け入れる病院が増えてきました。平均在院日数は一桁に近づいていく勢いです。回転率が高く
なるので、稼働率を下げないために、どこも必死です。それでもベッドが埋まらなければ一部を地
域包括ケア病棟や回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア病棟などに転換しています。高度急
性期病院、公的病院、基幹病院も同様です。病院経営の観点では、まさに戦国時代の到来です。

　その中で我々は新たな挑戦を行おうとしています。
　平成30年1月末で小山病院を閉院、2月に牧整形外科病院を開設、3月より牧整形外科病院診
療開始、牧病院の3階を地域包括ケア病棟に転換する、という内容です。東住吉区にある小山病
院の75床をこれまで我々が活動してきたエリア近くの城東区に移転させるので、牧病院周辺地域
として見れば、75床増床するのと同じことになります。現在の牧病院は内科外科中心の病院にな
りますが、整形外科の外来午前診察は残ります。整形外科としては、牧整形外科病院のサテライ
ト施設になります。また、地域のニーズに合わせて一部の病床機能を地域包括ケア病棟に転換す
る予定です。これにより、急性期機能だけでは対応が難しかったケースに対しても受け入れが可能
となり、今まで以上に地域から求められる役割を果たせるようにしていきます。牧整形外科病院は
２４時間３６５日整形外科救急体制をとり、外傷のほか、人工関節、脊椎、スポーツ、関節鏡にも力
をいれていきたいと思っております。牧病院と牧整形外科病院は距離も近いため、可能な限り一
体的に運営できればと思っております。２月１８日には内覧会も予定しておりますので、よろしけれ
ばお越しください。

　牧ヘルスケアグループ清翠会にとっては14年前の牧病院移転、13年前の牧リハビリテーション
病院新築以来の大事業になります。牧病院、牧整形外科病院による急性期医療の充実、牧リハビ
リテーション病院や老人保健施設による在宅復帰のためのリハビリテーション機能の充実、訪問
介護や訪問看護、福祉用具などの在宅ケア機能の充実と、法人全体としてご利用頂けるサービス
が広がり、より多くの地域の方々の幸せに貢献できるようになりたいと思っております。そのため
にはスタッフの確保、人材育成システム、組織づくり、地域の医療介護事業者とのネットワーキン
グ、プロモーションなど、やるべきことは盛りだくさんです。だからこそ「Go for it」です。決して容
易な事業ではありませんが、今一度原点に帰り、我々の約束であるプロフェッショナル、ハート、
チームを大切にし、一人ひとりが100%の力を振り絞り実現に向け尽力してまいります。
　本年もご支援ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

Go for it

特定医療法人清翠会
理事長　牧　恭彦
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5演題が優秀演題に選出！
【第19回 大阪病院学会】レポート
　平成29年11月12日に「夢のある高齢社会を目指して」
をテーマに、【第19回 大阪病院学会】が開催されました。
午前のシンポジウムでは「地域医療構想と地域包括ケア
システム」というテーマで、医療・介護報酬同時改定に向
け、病院の役割を再確認する議論がありました。午後の一
般演題発表では78病院から267演題の参加があり、「診
療・救急」「医療安全」「看護」「リハビリテーション」「薬
剤」「栄養」「臨床検査」「放射線」「介護」「地域医療」
等、14会場で熱心な発表が行われました。
　清翠会からは、牧病院から11演題、牧リハビリテーションから2演題、合わせて13演題の参加が
ありました。薬剤科、臨床検査科、放射線科、看護部、リハビリテーション部と様々な部署が普段
の取り組みについて発表を行い、他の病院関係者から質問をいただくなど、ディスカッションが行
われていました。
　学会の最後には、52セクションから1演題ずつ優秀演題の表彰がありました。結果、清翠会より
5演題が優秀演題に選ばれ、この数は参加した医療法人の中で最多でした。清翠会スタッフの熱心
さが表れる結果となったのではないかと感じ、嬉しく、頼もしい気持ちになりました。今回の結果
を励みに今後も自己研鑽を継続し、地域に信頼される医療法人として成長していけるようグループ
全体で取り組んでまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　（法人本部　前田　真吾）

優秀演題受賞者の紹介
牧病院　リハビリテーション科　永岩　亜耶
　　「当院訪問リハビリ利用者の嚥下外来に対する言語聴覚士の取り組み」
牧病院　薬剤科　長谷川　慎
　　「ＥＳＢＬ産生菌に対する選択肢の拡充がもたらす行動変容について」
牧病院　放射線科　星　聡彦
　　「当院におけるＸ線防護衣の保守管理について」
牧病院　デイケアセンター　上田　翔平
　　「通所リハビリテーションにおける転倒予測指標の有効性の検討」
　　　　～Four Square Step TestとTimed Up Go Testを比較して～
牧病院　リハビリテーション科　大薗　優貴
　　「当院外来リハビリにおける算定上限を超過した患者様への対策と結果」

　大阪病院学会で「当院におけるＸ線防護衣の保守点検」につい
て発表させていただきました。発表の時は緊張して練習通りには
いきませんでしたが、伝えたいことはしっかり伝えられたと思いま
す。発表に携わっていただいた方々に、この場を借りてお礼を申し
上げます。

牧病院放射線科　星　聡彦
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新たに生まれる病院をご覧ください
「牧整形外科病院」内覧会のご案内
　平成30年3月より開院いたします「牧整形外科病院」の内部を見学していただけます。

ぜひご参加ください。

牧病院 
〒535-0022 大阪市旭区新森7丁目10-28 

牧整形外科病院
〒536-0008 大阪市城東区関目6丁目15-30 

日時：平成30年2月18日（日）　
　　　○午前の部　9時半から11時半　　
　　　○午後の部　13時から16時　（2部制　最終入場はそれぞれ30分前）
※駐車場はご利用いただけませんので、お車でのお越しはご遠慮願います。

事前の
お申し込み

不要

　平成30年3月より牧病院は、一般80床の急性期病院から、一般病棟40床と地域包括ケア病棟35床
を有する75床の病院へ生まれ変わります。
　診療内容は、消化器･呼吸器･循環器を中心とした内科および消化器外科となります。整形外科は、外
来診療（午前診）を継続し、手術治療が必要な場合は、救急例も含め牧整形外科病院で対応いたします。
なお地域包括ケア病棟の詳細につきましては、改めてご案内いたします。
　これからも地域のみなさまに安心で適切な医療を提供できるよう尽力いたしますので、今後ともどうぞ
よろしくお願いします。

より充実した「牧病院」へ

　昭和48年の開設以来、地域に密着し親しみやすい病院を目指して診療を続けてまいりました。
　この度、諸般の事情により平成30年1月31日（水）をもちまして閉院することになりました。これまで
ご愛顧いただきました患者様また地域の皆様には、閉院することをお詫びすると共に、心より感謝申し
上げます。

「小山病院」閉院のお知らせ
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ご利用者の

笑顔をたやさないために。

ご利用者の

笑顔をたやさないために。

〜介護発表を終えて〜

これからも、ご利用者の笑顔をたやさないために、
私たちにできることを考えていきたいと思います。
今も「願いを叶える」を継続中です。

これからも、ご利用者の笑顔をたやさないために、
私たちにできることを考えていきたいと思います。
今も「願いを叶える」を継続中です。

　毎年恒例で、願いを託した絵馬を書いていただいています。これまでは、絵馬を見ながら「こ
んなことを考えていたの？」とご利用者とご家族の会話を耳にしながら、「何とかして叶えてあげ
ることができないものか？」と職員が個々には思っていました。今回声に出したことで、「できる
かもしれない！」に変わっていきました。北部館ケアプラン委員会の活動として取り組み、実現
できたご利用者の願いをいくつかご紹介します！

　施設内酸素を使用されている方のため、パチンコ
店探しから始め、ケアワーカー、看護師付き添いのも
と送迎車で出発です。パチンコ台の前に座られた時
のお顔はとてもイキイキと輝いておられました。

“パチンコに行きたい”

　ご本人の体調を考え甲子園へ行くのは難しいた
め、施設の研修室を甲子園に見立てスコアボードを
設置し、売り子等をセッティングしました。ユニホー
ムを着ていただき、他のご利用者も大勢参加され球
場さながらの熱気でした。嬉し泣きされているお顔
が印象的で、最後は六甲おろしを大合唱、ジェット
風船を飛ばし大盛り上がりでした。

“甲子園で阪神の応援がしたい”“甲子園で阪神の応援がしたい”

　長年連れ添った妻に感謝の気持ちを込めて、ご自
身で作った川柳、花束と共に言えなかった「ありが
とう」が言いたい。プレゼントを渡した時、照れくさ
そうにですが、今まで言えなかった「ありがとう」と
伝えることができました。奥様はびっくりされてい
ましたが、とても喜ばれ乙女の顔になっていました。
写真撮影時、奥様の肩を抱かれたお二人の顔は私た
ちも忘れられないくらいの素敵な笑顔でした。

“忘れていた恋がしたい”

おとしより
すこやかセンター北部館

介護長
Naomi Shinke
新家　奈保美
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　10月22日の日曜日、台風が接近する中、まきデイ
サービスセンターで、利用者、家族、地域の方々19名が
集まって「牧・はっぴー・コミュニティ」が開催されまし
た。外は時折強い風が吹き、雨が降り、でも庭先の秋
桜が水滴を転がしながら、一生懸命に生きようとして
います。同じように参加者も今、がんばって介護してい
たり、認知症で悩みながらも生きています。そんな方々
に少しでも何かハッピーになれるように、「来てよかっ
たわ」と言ってもらえるように企画しました。
　記念すべき第１回は「徘徊 ママリン 87歳の夏」と
いう愛と感動と人間味あふれるドキュメント映画を上
映しました。自分が住んでいる地域の方々も支えてくれ
ることで、母も娘も自宅で認知症をありのまま受け入
れて介護ができ母を支えていけるという、認知症への
不安が和らぐ映画です。
　まさに映画と同じ状況を抱えている親子の方など、
「これ、気持ちわかるわ」「いっしょや」「もし、自分も
そのようなことになったらどうしょう」と映画を見なが
ら、ついつい言葉が出るほどでした。
　映画上映後に、映画の感想や介護、認知症の事など
の話合いをしました。「親は親、子どもは子どもの立場
で大変なことがわかった。でもどう暮らしたらいいか
も少しわかった気がする」「自分もあんな認知症にな
ることは怖いけど、周りがわかってくれたら安心や」
「自分一人でがんばらなくていい、と何か勇気をもらっ
た」という前向きな言葉が多かったです。そして、「もう
１回観たい」「他の人にも観せてあげたい」という声を
いただきました。
　「移り変わらぬ気持ち」という秋桜の花言葉の一つ
がありますが、母と娘の愛のあり方や生き方を映画を
通して、参加者とスタッフで共有できたことが良かった
です。

第1回
「牧・はっぴー・コミュニティ」

開催!

守口第５地域包括
支援センター

Hironori Yagura
矢倉　宏範

気持ちを
共有して、みんなで前向きに。
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門真がオレンジ色に染まりました♪

　2017年11月12日に「ＲＵＮ伴+門真」が開催されました。「ＲＵＮ伴」とは、認知症の方
や高齢者、家族、支援者、市民が共に歩き、伴に走りながらゴールを目指すイベントです。
昨年に引き続き、牧リハビリテーション病院は南コースの中継地点を担いました。

RUN 門真
と も

伴 プラス

参加
レポート

　　 拡がる関心と期待感
　第2回目の開催となる今回は、「門真市スポーツレクリエー
ション大会」のプログラムの一部として行われました。当日は、
ケーブルテレビやFM-HANAKOの取材等もあり、このイベン
トに対する関心や期待が徐々に拡がりつつあることを実感し
ました。中継地点として参加していただく事業所も増えていま
す。また、イオン古川橋駅前店では音楽を通じて応援する「ＲＵ
Ｎ伴コンサート」も行われ、大盛況となりました。

　これからもつないでいこう！！
　今回、私はコースリーダーとしてランナーの皆さんと一緒に
門真を歩かせていただきました。時間にして2時間と少しでし
たが、ランナーの方々の笑顔やゴールを目指す熱い気持ちを非
常に多く聞くことができ、ゴールの際の充実感はとても大きな
ものとなりました。今後も「認知症になってもひとり歩きできる
まち」を目指し、みんなでつなぐ門真の輪を拡げられるように
応援・協力していきたいと思います。

牧リハビリテーション病院
訪問リハビリテーション門真
Hiroki Kamitani
紙谷　拓樹
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牧ヘルスケアグループ　特定医療法人清翠会　

一人ひとりの幸せな人生を支えるために
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編集後記

医療人としての誇りと謙虚さをもち、日々研鑽を重ねます。
あたたかい想いやりの心とともに、あなたに寄り添います。
和をもった信頼されるチームで、あなたを支えます。

　新年明けましておめでとうございます。
歳を重ねるにつれ日々の過ぎていく速度が
早いなあと感じます。今年は新病院の開院
も控え、広報誌も生まれ変わる予定です。
　今年も皆様にとって良い一年であります
ように心からお祈り致しますと共に「まき倶
楽部」をどうぞ宜しくお願い申し上げます。

（Ｃ.Ｋ）

◎月曜～金曜・土曜日（午前診のみ） ※都合により担当医の変更、休診、診療開始の遅れ等が予告なしに起こる場合がございます。その場合は、院内掲示及びホームページ（PC版）にてお知らせさせていただきます。何卒ご了承願います。

牧ヘルスケアグループ各施設の所在地 ● 牧老人保健施設
　 〒535-0004 大阪市旭区生江 2-15-14 TEL.06-6929-0300
● まきグループホーム TEL.06-6929-5355

● おとしよりすこやかセンター北部館 
　 〒535-0031 大阪市旭区高殿 6-14-41 TEL.06-6955-4865
● おとしよりすこやかケアプランセンター北部館 TEL.06-6955-7511

● まきグループホームロイヤル
　 〒535-0021 大阪市旭区清水 4-2-22 TEL.06-6951-1370
● まきデイサービスセンター TEL.06-6953-1506
● 牧訪問看護ステーション TEL.06-6953-1222
● 牧ヘルパーステーション TEL.06-6953-1107
● 牧けあぷらん清水 TEL.06-6953-1235
● 牧ふくし用具 TEL.06-6958-1030
● 牧訪問看護ステーション 高殿出張所 　 
　 〒535-0031 大阪市旭区高殿 6-18-41-107 TEL.06-4254-6660
● 牧訪問看護ステーション守口
　 〒570-0028 守口市本町 1-7-21-102 TEL.06-6991-5556
● 牧けあぷらん守口　　　　　　　　　　  TEL.06-6991-5557

● 牧病院　
　 〒535-0022 大阪市旭区新森７-10-28
 TEL.06-6953-0120 ㈹　 FAX.06-6953-7006
● 牧病院デイケアセンター TEL.06-6953-1881
● 牧病院訪問リハビリテーション TEL.06-6953-6852

● 牧リハビリテーション病院　
　 〒571-0015 門真市三ツ島 3-6-34
 TEL.072-887-0010　     FAX.072-887-0130
● 牧リハビリテーション病院デイケア門真 TEL.072-887-0050
● 牧リハビリテーション病院訪問リハビリテーション門真 TEL.072-887-0010
● 健康増進施設ウイング門真 TEL.072-887-0055
● 牧鍼灸院（温熱療法） TEL.072-887-0088

● 守口第 5地域包括支援センター
　 〒570-0033 守口市大宮通 1-13-7 TEL.06-6992-1180
● 旭区東部地域包括支援センター
　 〒535-0022 大阪市旭区新森 4-27-13 TEL.06-4254-3336

● 法人本部
　 〒535-0021 大阪市旭区清水 2-11-14 TEL.06-6953-0190

● 小山病院　
　 〒546-0001 大阪市東住吉区今林2丁目2番1号
　　　　　　　　TEL.06-6751-9551　 FAX.06-6751-3169
● 小山病院訪問リハビリテーション　　　　　TEL.06-6751-9551　

〒535-0022　大阪市旭区新森7-10-28

Tel.06-6953-0120

牧病院〈火曜日・内科4診〉　　大嶋太一（14：00～16：00／第1.3.5・予約制）
〈水曜日・整形外科1診〉中野恵介（14：00～16：00／脊椎外来・予約制）
〈木曜日・内科4診〉　　田中秀一（13：30～16：30／漢方外来・予約制）
〈金曜日・内科4診〉　　大嶋太一（14：00～16：00／予約制）
〈金曜日・内科5診〉　　牧　典彦（14：00～16：30／予約制）
〈金曜日・整形外科1診〉片山　幹（13：00～14：30／脊椎外来・予約制）
〈金曜日・整形外科2診〉山口拓嗣（15：00～17：00／スポーツ外来・予約制）

予
約
診

私たちの理念　　

私たちの約束　　




